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 要　　旨 
 　本稿は，四国歩き遍路の遍路者にとっての意味と日常や生き方に及ぼす影響について，考察した。
本稿は，（1）四国遍路は歩き遍路体験者にとってどのような意味があるのか，（2）四国歩き遍路体験
後の日常生活や生き方への継続的な影響にはどのようなものがあるか，（3）歩き遍路者にとっての四
国遍路空間の特性とはどのようなものであるか，を明らかにすることを目的としたものである。四国
遍路歩き遍路体験者である Bさんに，半構造化したインタビューを行い，そのデータをナラティブ・
アプローチによって分析・考察した。 
 　目的（1）に関して，①亡くなった両親への感謝と命の繋がり，②人生観の強化とパワフルな体験，
③自分の本質の自覚，の観点から考察した。目的（2）に関して，①帰依できる存在の現れ，②老い
との狭間にある足掻きと自己確認，の観点から考察した。目的（3）に関して，① Bさんにとっての
四国遍路空間の非日常性の意味，②日常と非日常が交錯する四国遍路空間，③歩き四国遍路と Bさ
んの人生観に共通する修養性，の観点から検討を加えた。 
 Ⅰ．問題および目的 
 　境（2016）は，四国遍路空間（とくにその非日常性）は遍路体験者にとってどのような意味をも
つのか，また，四国遍路体験はその後の日常生活にどのような影響を与えているのか，について明
らかにしようとしたものである。楠本・境（2017）は，境（2016）では不十分であった（1）先行
研究のレビューを行うとともに， （2）境（2016）が四国遍路に関する心理学領域の諸研究の中でど
のような位置づけやオリジナリティをもつのかを探究することを目的とした考察を行っている。境
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（2016）は，遍路者のインタビューデータの詳細を記述し，そのデータに即したナラティブ分析を
施しており，他の先行研究で未検討であった点について詳述しているところに，オリジナリティが
あると考えられた。しかし，考察の深化などの点においては，今後検討されるべき課題が残されて
いた。
　本論では， 境・楠本（投稿中）とは別のインタビュイー・データを再分析することによって，こ
れまでに提起された課題について検討を加える。なお，再分析に際しては，インタビュイーの語り
を重視し，それに密着し，その語りを中心にして考察する。現在， 四国遍路に関しては，宗教学，
仏教学，歴史学，文化人類学，社会学，心理学，教育学など様々な学問領域から研究がなされてい
る。そのような広範な学問領域に亘る先行研究を網羅的に参照することは，筆者らの力に余るため，
ここでは主に心理学領域の先行研究を参照し，分析・考察する。
　以上のことから本研究では，①四国遍路は歩き遍路体験者にとってどのような意味があるのか，
②四国歩き遍路体験後の日常生活や生き方への継続的な影響には，どのようなものがあるか，③歩
き遍路者にとっての四国遍路空間の特性とはどのようなものであるか，を明らかにすることを目的
とする。
 
 Ⅱ．方法 
 1．調査方法 
 　四国遍路に行こうと考えた動機，四国遍路中の体験，感情，そしてその後の生き方への影響等
は，個人によって様々であり物語性があると考えたため，半構造化したインタビューを用いた調査
を行った。 
 　本論のインタビュイーである Bさんへのインタビューは，X年 7月に，大学内の面接室にて，著
者の一人が実施した。インタビューは約 2時間 10分であった。 
 2．インタビュイー 
 　①四国遍路の方法として，バスツアーや自家用車を遍路の手段とせず，基本的に歩き遍路を行っ
た人を対象とした。歩き遍路には，一番から八十八番までの寺院を続けて参拝する「通し打ち」と，
少しずつ期間を区切って行く「区切り打ち」があるが，どちらの遍路も対象とした。 
 　②本研究では，四国歩き遍路が体験者の遍路体験後の生活や生き方にどのように繋がっているの
かを，実際に四国遍路に行った方の語りから検討することを目的としているため，結願1）し，1ヶ
月以上日常生活を送っている人を対象とした。 
 　境（2016）では，上記の 2条件を満たした 3名（女性 1名，男性 2名）にインタビューを実施し
た。本論では，そのうちの以下の Bさんの語りに着目し，再分析を行った。 
 　Bさんは 60歳代前半の男性で，これまでに歩き区切り打ち（インタビュー当時 3回目）歩き遍
路の前にバイクで数回まわっている。 
1） 八十八カ所全て参拝し終えることである。
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 3．質問項目 
 　インタビューにおける質問項目は以下の通りであった。 
 ①四国遍路を行う前は四国遍路にどのようなイメージをもっていたか 
 ②四国遍路に行こうと思った動機 
 ③四国遍路で心に残った体験について 
 ④遍路を（まさに）終えたときの感覚，気持ちはどうだったか 
 ⑤日常生活に戻ってどう感じたか 
 ⑥四国遍路体験はあなた（遍路者）にとってどのような意味があったか 
 ⑦四国遍路に対して今はどう思っているか 
 4．分析方法 
 　インタビュー終了後に，逐語録化したインタビュー内容に対して，再びナラティブ・アプローチ
によって分析し直すとともに，考察を行った 。 
 Ⅲ．結果および考察 
 　Bさんはインタビュー当時 60歳代前半の男性である。X―5年から四国遍路を始め，はじめはバ
イクで数回回り，その後友人と二人歩き遍路，一人歩き遍路を行い，現在（インタビュー当時）は
一人で 3回目の歩き遍路を行っている。歩き遍路はいずれも区切り打ちである。このように Bさ
んは約 5年間，コンスタントに四国遍路を体験している。 
 　まず Bさんの四国遍路前から現在に至るまでの経緯を「Bさんの四国遍路体験」としてまとめる。
次に，「歩き遍路中の重要な体験とその意味」について記述・考察する。さらに，「四国遍路体験後
の日常生活や生き方への影響」と「遍路者にとっての四国遍路空間の特性」について記述・考察する。 
 1．Bさんの四国遍路体験 
 1）四国遍路に行くきっかけ・動機 
 　X―5年に四国遍路に行くこと決めた動機について，Bさんは「これでさあ行こうって思った」（L15）
というような具体的な事柄がきっかけとしてあったのではなく，動機は「重層的」（L301）だった
と語った。 
 　Bさんが四国遍路に興味をもつきっかけとなったのは，40年程前に Bさんが学生の頃，叔父さ
んが心身症になり，それを直すために四国遍路に出かけたことだった（L16～ 21）。「そういうこ
とがものすごく奥の深ーくにあって（略）やっぱりその四国っていうもんがもつ力いうのがあるん
やろうなと（略）漠然と（略）思ってたところがある」（L24～ 26）。 
 　また，大学時代の友人が高知出身で，自宅の前をお遍路さんが歩くという話を聞き，「そんな世
界があるんや」（L29）と思い，そのことも心に残っていた。この時点では，Bさんは実際に遍路を
するには至らないが，四国遍路に対して「すごい深いもんをもってる」（L274）というイメージをもっ
ていた。 
 　X―5年に四国遍路を行った動機を Bさんは複数挙げている。その「ベースにはあるみたいな感
じがする」（L324）のは「日常から逃れたい。（略）時間を，もっとなんか，有効に使いたいって
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いう思い」（L323～ 324）だと Bさんは語った。 
 　Bさんは自営業を営んでいたが，既に社長の役席を譲っていた。そして，X―7年に大学院に入学
し，X―5年には大学院を修了した。仕事や大学院での勉強など，具体的にやることが無くなり時間
を「もて余す」（L303）感じがあった。 
 　Bさんは，「ちょっとかなり強引な理由付けかも分からへんけど」（L327）としつつも，子どもが
短期間で結婚し，家族構成が大きく変化したことを「日常から離れたい」（L307）という思いが生
じた理由の一つに挙げている。奥さんと二人きりの生活になったことで，子どもを間に挟んだ夫婦
関係から，二人で向き合わなければならない生活に，「彼女と，どんな風に生活を組み立てていくかっ
ていうのが，ちょっとどうも（略）分からん」（L334～ 336）ところがあり，「アイデンティティの（略）
揺らぎ」（L333～ 334）があった。 
 　そして，知人の Dさんが X―5年に一人歩き遍路に出かけたことに大きく影響を受け「俺も一回
それは行っとこう」（L37）と決心し，バイクでの遍路を始めた。 
 　バイクでの遍路体験について，Bさんは以下のように語った。 
 バイクで参るっていうのはね，まあ，僕それ以降も 3回ほどバイクで回ったけど（略）
深く祈れないっていうか，慌ただしいの凄くやっぱり。（略）ただ，ダーッと回っ
て，観光，もうスタンプラリーみたいに朱印をもらう。そういう状況やったなあ。
（L47～ 53） 
 　しかし，バイクで参る際，「僕なりになんかこう，自分に何かを課せやなあかんなあって，それ
で僕はずっと写経をしていった」（L56～ 57）。 
 般若心経（略）を，1つの寺に（略）二巻奉納すんの。だから，108やから，210何冊，
書いて，貯めて，で，それをもって行って（略）本堂と大師堂にお供えしていったんやね。
（略）これぐらいはしとかなあかんよなあって思って。（略）バイク，身体楽やねんか
ら，それくらいはしていこうと思って，ずーっと，毎日 5時間ぐらいは写経してたか
な。（略）自分はもう写経してあるから，その写経を納め札の代わりに出してたわけ。
まあ本式なっていうか，一番正式にっていうか，丁寧にやった。（略）写経をもって
行くっていうのが，一番丁寧な。でそういうのにしていった。（L58～ 77） 
 写経を納経するという丁寧なことを行ったことについて，Bさんは，知人の Dさんが過酷な歩き遍
路をしていることに触発され，「俺も何かやろうみたいな感じになったんやと思う」（L81）と語った。 
 2）初めての歩き四国遍路 
 　一人での歩き遍路の前に，Bさんは知人の Eさんと二人での歩き遍路を経験した。しかし六十五
番札所まで区切り打ちで行った後，Eさんはけがをして，歩き遍路に行けなくなった。そのため，
Bさんは一人で初めて，六十五番札所から八十八番札所，さらには一番札所まで歩き遍路を行った。
その後，Bさんは一番から六十四番までの歩き遍路を X―1年に始めた。 
 　1回目の歩き遍路の時には，親族が癌であったことや元従業員にも二人ほど病気の人がおり，病
気平癒をお願いしようという「もの凄い大きい大義」（L317）があった。 
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 3）初めての歩き遍路以後の思いや考え 
 　（1）旅の楽しさと宗教的な意味 
 　調査当時，Bさんは，3回目の歩き遍路を「一国打ちの逆打ち」2）（L204）で香川が終わったとこ
ろであった。 
 　2回目の歩き遍路以降，「もの凄い大きい大義」（L317）は無くなってきて，今では「楽しさ」（L347）
が，モチベーションの一つになっているという。 
 区切り打ちっていうのは（略）季節が変わるでしょ。（略）だからそういう，旅と
しての醍醐味は，その区切りに，かなり俺はあるなあと，喜んでたんやけどねえ。
（L654～ 664） 
 Bさんは区切りの歩き遍路を，様々な季節に景色や食べ物などを満喫できる旅として楽しんでいる
側面がある。さらに四国の八十八ヶ所は，「もの凄いよく考えてあ」（L873）り，「結構楽勝みたい
感じで」（L877）行ける箇所があるかと思うと，「焼山いうて，もの凄い山があって（略）下りも
もうきっつうて（略）もうここで挫けそうに」（L878～ 879）なったり，「関所寺いうて，ほんま
にお前これから先行くかどうかここで決心せえ（略）みたいな」（L883）ところがあったり，「鶴
林・太龍いうて，またもの凄い山登り」（L878～ 879）があったりと，「スペクタクルみたいになっ
てんねや」（L884）と言う。また，「景色も（略）山ん中ずーっと歩いてたりとか，海に出たりとか，
バラエティー豊かやねんや（略）海も，外海と瀬戸内海で（略）海の感じがもう全然違うし（略）
結構な山あったり」（L892～ 895）して，「コース設定そのものに絶妙な味付けがある」（L892）と
言う。 
 　しかし，それだけではなく，四国遍路には，旅の側面に加えて，「凄く大きな宗教的な意味が四
国にあんねやなあ。だからそれとこう 2つ，両方重なってる」（L909～ 910）と Bさんは考えている。
四国遍路は「単に，日常を離れた旅行やとも言うてしまえへんし（略）宗教的にっていうか，そう
いう，まあ癒しも含めた，なにか求めてるかいうと，そればっかりでもないし，うーん，両方やろ
ねえ。（略）両方なんやなあ，旅行としての楽しみいうか醍醐味は確かにあるしね」（L911～ 914）
と Bさんは語った。 
 　（2）何度も歩き遍路を行う理由　―達成感のなさ― 
 　何度も歩き遍路を行うことについて，以下のように Bさんは語った。 
 （結願しても）終わったっていうことで，感慨がないのよ。（略）自分でも不思議なぐ
らい。（略）凄く，達成感とか，うーん，何かがあんねんやろと思ったのに，全然な
い。（略）もの凄い高揚感があって（略）達成感があったりしたら，もう 1回で終わる。
（略）それが逆にないから何回も何回も行ってるんかなあ（略）いう感じするけど。（略）
終わったって感じはあんねんけど，あのー，まあ凄いって感じはない。（略）不思議，
凄く不思議なくらい。（L486～ 493） 
2） 一国打ちは，一つの県（国）を一回の区切りで参ることである。一国参りとも言う。逆打ちは八十八番から反時
計周りに回ること。一番から時計回りに回ることを順打ちという。
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 Bさんは，初めての歩き遍路に行くまでは，「ほんまはもっといろいろなことが起きると思っ」（L454）
ていたし，「結願するいうことに，なんちゅうかなあ，凄いドラマチックなものがあるやろう」（L455～
456）と思っていた。しかし，実際には「八十八番で凄いドラマチックなことが起きると思ってんけど，
全然起き」（L477～ 478）ず，「一番に戻るいうことに意味があるんや，思うて」（L479～ 480），「一番
に行ったらもっと何かこう，涙が出たりするんちゃうかなあ，思うてんけど」（L482～ 483），「感慨がな」
（L486）かった。そのような経験を踏まえて，調査当時には，「逆にないから何回も何回も行ってるん
かなあ」（L490）とBさんは感じていた。 
 2．歩き遍路中の重要な体験とその意味 
 　本節では，目的「（1）四国遍路は歩き遍路体験者にとってどのような意味があるのかを明らか
にする」を達成するために，Bさんにとって重要であった四国遍路中の Bさんの体験を記述し，B
さんにとっての意味について考察する。 
 1）亡くなった両親への感謝と命の繋がり 
 　インタビュアーから Bさんにとってのお遍路の意味を問われた時，Bさんは，沈黙の後，以下
のように語った。 
 ずーっと歩いてて，一番思うのは，やっぱりこういう健康な体にまあ産んでくれた（略）
両親やね。ほれと，まあ仕事も，その両親が与えてくれたわけやけど，そういう経済
的な（略）ベースを作ってくれたのも両親やし。（略）両親，まあちょっとこそばゆ
い感じやけど，感謝みたいなことは（略）もの凄く（略）観念的なことと違うて，うーん，
非常に具体的にその両親に感謝するっていう思いが出てくる。（略）だから四国を歩
いてて，一番何が（略）今までで良かったかっていうと，やっぱりそういう両親，ま
あ産んでくれたこと，もう自分が存在すること自体の，その両親がおれへんかったら
あかん訳やんかね。でそういう，あの今まで当たり前やと思うてたそういったことに，
ほんまにこう，感謝できるっていうか。（略）それは，まあ四国行った一番大きい（略）
効用っていうか，うん，効果やったと思うね，今，思うとね。（L929～ 940） 
 Bさんにとって，歩き遍路を行って一番良かったことは，自分を存在させてくれた「両親に感謝す
るっていう思いが出て」（L934）きたことであった。 
 　続けて，Bさんは以下のようにも語った。 
 ほんまによう産んでもうたというか，ようあの私をここに存在させてくれはった人
やっていうか。そういう思いは，ほんまに四国に行って湧くねん。（略）どっかで学
んできたっていうか（略）本読んで分かったのとは違う。（略）なんかこう腑に落ち
かたというか（略）それはあるよなあ。だから，先祖供養っていうけど（略）先祖代々
総法界っていうてお祈りするねんけど（略）ご先祖様ありがとうございますいうて。
今私こんなこと一生懸命やれてますいうようなことを報告したりするっていうのも
（略）凄く自分の中ではリアリティーがある。（略）そういう凄い奥底の方に感謝する
ものなんや。（略）お題目じゃないっていうか。まあ自分のおじいちゃんとかおばあちゃ
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んとか，あの具体的にまあ顔を知ってる人とか。その上の世代の人は僕は顔も知らん
けど，写真で見たことがあったりとか，エピソードいろいろ聞いてたりして。何かそ
ういう人らの（略）命の（略）集大成っていうか，その，ま，繋がり（略）で，今お
るっていう感じはあるかな。（L942～ 959） 
 命の（略）繋がりいうかね（略）自分もそのずっと繋がってきてる命を今生きてるっ
ていうか，今ね。（略）生きてるっていう実感がまあいうたらあるかもしれん。（略）
その一日クタクタになるくらい歩いて（略）はあ生きてるみたいな感じ。（略）ほん
でその命っていうのは，ほんまに親父とお袋，それのまた父母っていうとこからずーっ
と，連綿と今ここにあるわけで，そういう流れは確かに実感する。（L972～ 978） 
 Bさんは，四国遍路を通して，両親に対する感謝が「腑に落ち」（L950）た。先祖供養に関しても，「お
題目じゃな」（L955）く，「凄く自分の中ではリアリティー」（L954）を感じることができるようになっ
た。それは，「凄い奥底の方に感謝するもの」（L954～ 955）だと Bさんは考えている。「命の集大成」
（L958），「命の繋がり」（L972）で，自分が「今生きてるっていう」（L973）実感を Bさんはもつこ
とができた。 
 　Bさんは，両親との確執があり，憎んでいる状態が長かった（L959～ 962）。両親が二人とも亡
くなった今，「単に（略）拝むっていうこととは違て，どういう人やったんかなっていうような捉
え直し」（L1008～ 1009）をし，自分にとって「少なくともかけがえの無い人やった。そういうの
が凄く，実感として湧く」（L979～ 980）ことは，「確かに四国行ってからの（略）話」（L1010）
であり，「一番大きいこと」（L1012）だと考えている。 
 　境・楠本（投稿中）に記した Cさんも一歩一歩お経をあげて追善供養をしつつ，歩き遍路を行
うことを通して，先祖との繋がりを感じるようになった。そして，先祖との繋がりも含んだ世界と
の繋がりの感覚を通して，自分は一人ではなく，生かされているという気づきが生まれた。先祖の
供養ではないが，類似の例として帆苅（2010）の言及がある。帆苅（2010）は，妻を亡くし，供養
のため，四国遍路に出た T氏の例の中で，「生き残った側の魂を鎮めるレクイエム，生き残ったも
のを応援するエールの旅である」という言葉や，妻との別れを受け入れるに至った経緯を紹介して
いる（pp. 8 ― 9）。先祖供養は，四国遍路における主要な動機の一つである。しかし，楠本・境（2017）
でレビューした心理学領域における文献には，歩き遍路者の先祖供養や先祖との繋がりに関して詳
述した研究が見いだせなかった。この点に関しては，今後の課題としたい。 
 2）人生観の強化とパワフルな体験 
 　歩き続け，目的地に辿り着くことは，「一発大逆転っていうのは世の中なくて」（L259），「諦めんと，
コツコツやっていくことが大事」（L257），「やっぱコツコツやって，まあウサギと亀でいえば，亀
みたいなやつが最後は絶対勝つんや」（L260）という，Bさんがもともともっていた人生観を実感し，
強化することになった。 
 遥か彼方に霞んで見えるような岬やねんけど（略）こんなとこ絶対行けへんと思うん
やけど，歩いてたらやっぱり着くわけよ。（略）当たり前のことなんやけど，実感し
てみると，もの凄いパワフルな体験やん。（略）こう一歩一歩の歩みを重ねることっ
ていうのは，凄いなあ。（略）ちょっとでも何かしてたら，あのー，絶対何かこう，
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変わってくる。それは，絶対あるんやなって思って。（略）歩いている限り遍路やね
んか。だからしんどいって止まってしまったら，それはもう遍路とちゃうん。だから
しんどても，何でもいいからとりあえず歩いてたら，それがもう自分が遍路であり続
けられる。だから絶対歩かないかんっていう，まあそういうことが凄く思いを強くし
たなあ，って思う（L212～ 235） 
 もともとコツコツ努力することを大切にしていた Bさんであったが，四国を止まらず，歩き続け
ることを通して「ほんまや，って思うた」（L262）という。身を以て実感すると，それは「もの凄
いパワフルな体験」（L214～ 215）となり，「生き方にも繋がっていく」（L258）と感じている。 
 　この「もの凄いパワフルな体験」（L214～ 215）を Bさんは以下のように語っている。 
 こんなに遠いところを（略）一歩 70センチやんか。70センチを，6万歩から，まあ
下手すると 6万 5千歩くらい歩いて，40何キロ歩いたら（略）地図で見ても，こっ
からここまで（略）今日 1日歩いた。（略）この地図にあらわれるくらいの距離を歩
くわけよ。（略）だからその地図にあらわれるくらい，こう一歩一歩の歩みを重ねる
ことっていうのは，凄いなあって。（略）もの凄い（略）これは凄いことを俺がして
いるっていう感じが起きるのよ。（L215～ 224） 
 一歩一歩，歩みを重ね，地図上にあらわれるくらいの距離を自分の足で進んだと実感することによっ
て，Bさんには「これは凄い事を俺がしているっていう感じが起きる」（L223～ 224）。この体験は，
Bさんが自分の「パワフル」（L214～ 215）さを確認する体験となっているのではないだろうか。 
 　藤原（2003）は，KJ法により四国遍路体験を分析した。四国遍路体験・残効効果の一つに，「人
生観の確認」を挙げている。そのKJ法の島の中には，「どんな大変なことでも目標を見失わない限り，
忍耐強く一歩一歩を積み重ねることで目標を達成できる」，「つみかさね」，「念ずれば花開く」があ
る（p. 74，p. 84）。また，巡礼を巡礼心理療法と捉えようとする中で，鍵となる要因として「困難
な限界状況を克服，試練の克服による自信や自己高揚感」や「歩くという行為。運動。単純歩行。
身体を動かすことのメリット」を挙げている（p. 89）。 
 　Bさんの体験も，一歩一歩を積み重ねることを通して，困難な限界状況や試練を克服し，目標を
達成することによって，自信や人生観を確認して，それらが強化された，と理解できる。 
 3）自分の本質の自覚 
 　歩きの四国遍路では約 1,200kmの距離を歩く。また，足のマメがつぶれるなどいろいろなこと
が起きる（L522）。Bさんは歩き遍路を通して，「僕自身の本質っていうのは，こう，こんだけ苦行
しても，変わんない」（L236～ 237）ことに気づいた。しかしそのことについて，Bさんはネガティ
ブには捉えていない。 
 利己的なとこ（略）煩悩というか分からへんけど（略）よく思われたいとか，得した
いとか，そういうのっていうのは，ほんとに何も変わってない感じすんねん。（略）
一見ネガティブやけど（略）僕自身の，こう何か確固たるもんっていうか，固ーいも
楠本和彦・境　徳子 49
んがやっぱあって（略）変わらへん。（略）そういう部分がそもそも自分の中にもあっ
て。あ，それはそれで良いかと。（略）聖人君主になりたいわけやないから（略）凄っ
ごいエゴイスティックやったり（略）人間って嫌やなあって思うことが自分でも考え
ることがずーっとあるし，こう，歩いててね。（略）Fさんっていう人と一緒に歩い
た時にも，Fさんに悪態いっぱいついてるわけよ。（略）ああ，俺はそういう人間や
ねんなあと（略）自分の業の深さ，っていうか，そういうもんも逆に，凄くよく分かっ
た。（略）それは，歩いたから分かったんやね。（L238～ 253） 
 Bさんは，歩き遍路をすることによって，自分の利己的なところ，煩悩や業の深さに気づいた。そ
して，そのような自分を「それはそれで良いか」（L244～ 245）と受け入れている。Bさんは，「そ
れなりの年齢にも達してるし（略）変わらん自分でいいんやっていうか，ある程度，あのオッケー
出していったり。（略）千何キロ歩いたぐらいでは変わらん，っていう感じは，ちょっと自分の中
であったかもわからん，天邪鬼な感じで」（L508，516～ 518）と当時をふりかえり述べている。
日常生活の変化によるアイデンティティの揺らぎを感じていた Bさんにとって，四国遍路をする
ことによって自分が変わることではなく，今まで培ってきた自分，変わらない自分の本質を見つめ
直し自覚できたこと，受け入れることができたことに大きな意味があったと考えられる。 
 3．四国遍路体験後の日常生活や生き方への影響 
 　本節は，目的「（2）四国歩き遍路体験後の日常生活や生き方への継続的な影響には，どのような
ものがあるかを明らかにする」ために，歩き遍路後に生じた Bさんの日常生活や生き方への影響
や変容を記述し，考察する。 
 1）帰依できる存在の現れ 
 　Bさんは四国遍路をする前は，思い通りにならないことに対して，「何かこう大きい力が働いて
て（略）そういう大きな存在は必ずある（ということが）凄くこう腑に落ちてる」（L87～ 90）状
態ではあったが，信仰は「ほとんどな」（L83）かった。しかしそれは四国遍路をする中で変わり，
Bさんの弘法大師へ帰依する気持ちが今では強まり，具体的な信仰となってきている。そして，B
さんは四国遍路を以下のように捉えている。 
 行けば行く程，弘法大師っていう人，そういう存在の大きさっていうのは，わかるし。
（略）四国を回るっていうのは（略）弘法大師さんの足跡をずーっと追うていく。で，
そのことによって，弘法大師の，こう偉容に気づいて（略）帰依する力をもっと強め
ていくっていう。そういう事やと思うねん。（L99～ 114） 
 四国にはあちこちに，「捨身伝説」（L123）など弘法大師にまつわる伝説や伝聞がある。そのよう
な弘法大師が実際に存在していた場を四国遍路で回ることによって，Bさんは「空海がどんなふう
に歩いていったんか。（略）そういう（略）感じは凄く意識する」（L139～ 140）ようになった。B
さんにとって，四国歩き遍路は，弘法大師を「追体験していく旅」（L135）となっている。 
 　Bさんの四国遍路に行ったことによる，日常生活や生き方の変化・影響は，「弘法大師（略）がおっ
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たりとか，（略）蔵王権現さん3）（略）を凄く信じる。（略）具体的なそういう信仰の象徴みたいなんが，
日常の中に出てきた」（L567～ 572）ことである。Bさんは，具体的な存在に帰依する意味を次の
ように述べている。 
 弘法大師空海やったら，正に（略）実在の人物がいて（略）非常にこう具体的で，目
の前にこうイメージできんねやろ。（略）四国八十八ヶ所のお寺に，全部大師堂って
いうのがあって，そこに空海の像が祀ってあるわけ。（略）そういうもんが，非常に
こうリアルにこう，あのー，感じられるっていうのは（略）漠然としたもんと違て，
凄く力強いねんか。（略）自分にとっては利点がある。（略）凄くリアルに，頼めるし（略）
懺悔っていうねんけど，あのー，許してもらったりとか。そういうことができるのが，
凄く（略）リアルな感じがすんのや。（L596～ 613） 
 人生観とか，何かを信じていくとか，まあ生き方やね。（略）蔵王権現なんかは（略）
厳しい人やねんな。（略）だから，ああもっと自分を律してキチッとやってかなあかんっ
て。（略）俺は俺で頑張っていっぱい，だからこそ，ここで助けてくれへんって思う
ような，自分の生き方と凄くマッチする神様に出会って，でその人に帰依する。その
人っていうか，その存在に。（略）今まで（遍路や山伏修行等）いろんな事やってき
たから（略）この神さんはやっぱ信用できるとか（略）そういう感じは凄くある。（略）
空海の生き方なんていうのは，もう凄っごい憧れるし，あのリスペクトしてる。うん，
そういう意味はあるかもしれんね。（略）そういうものに帰依していく，いう意味っ
ていうのは凄くそこにあると思う。（L615～ 630） 
 もともと Bさんは特定の信仰をもっていなかった。しかし，四国遍路で毎日祈ることや作法をす
ることを通して（L572～ 574），信仰というものが「すーって（自分の中に）入って」（L574），弘
法大師や蔵王権現などに帰依する「気持ちが自然に（略）ついていっている」（L578～ 579）こと
は「一番大きい影響」（L580）かもしれないと言う。そして，自分の価値観に合う存在に帰依する
ことによって，四国遍路以外でも，Bさんは「俺は俺で頑張っていっぱい，だからこそ，ここで助
けて」くれる存在を「凄くリアルに」（L610）感じ，「許してもらったり」（L611），「頼め」（L610）
るようになった。日常生活において，Bさんは自分を律して努力することや頼りがいのある心のよ
りどころをもって生きることができるようになった。 
 　このような四国遍路体験の Bさんへの影響の由来について，以下のように語っている。 
 象徴的に，こういう出来事があったから，何か電撃に打たれたみたいになんかに気づ
いたみたいなのとは違うて，もっとこうじわーっと。生活やから，向こうでやること
自体は。そのこと自体が日常やねんか。（略）強烈な神秘体験をしたりすることって
いうよりは，毎日ほんまに（略）じわじわ効いてくるっていうんかなあ。（略）日常
の中でも，全体でボワーンとその考え方とか，その宗教観とか，そういうものに影響
してる。（L638～ 646） 
3） 蔵王権現は，修験道の本尊である。
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 Bさんの歩き遍路による，日常生活や生き方への影響は，ある特定の出来事に由来するのではなく，
四国遍路体験全体がじわじわと影響していったことがわかる。 
 　福島（2006）は，遍路は修養空間の中で行われる行為であるとする。遍路者は，霊場である四国
を必要最小限の荷だけを携え，ひたすら歩いて札所を打つ生活を送る。四国の自然の中を歩くこと
で身体が鍛えられ，決められた作法・ルールを護ることで自分を律する。装束・持ち物が自己をふ
りかえる契機ともなる。このように外面的・内面的構造のなか，遍路者は心身を律し，生活を正す（p. 
406）。黒木（2009）は，遍路では，八十八ヶ所の札所の巡拝，各札所における参拝の作法と読経の
手順，十善戒と無財七施の実践が自分を律する枠組となり，遍路を全うするための守りとなるとし
ている（p. 63）。 
 　Bさんもまた，修養空間の中で，四国遍路で毎日，歩き，祈ることや作法をすることを通して，
信仰というものが「すーって（自分の中に）入って」（L574）いった。弘法大師や蔵王権現に帰依
する「気持ちが自然に（略）ついていってい」（L578～ 579）き，それが日常や生き方全体に影響
を与えた，と理解できる。 
 2）老いとの狭間にある足掻きと自己確認 
 　Bさんは今の自分自身について，会社でポジションを明け渡し，社会的には自分の人生の着地点を
早くみつけさせようとする雰囲気の中で「新たな岐路」（L1021），老いとの「ちょうど狭間にある」（L1058）
という。「社会的には（略）もうそろそろリタイアして下さい，しなさいよっていう」（L1022～ 1023）
年齢になってきているが，「自分の中では（略）体力的にも（略）意欲っていうか中身も，もっと何
かできるんちゃうか」（L1022～ 1023）という思いがあり，その両者の間に Bさんは「軋轢」（L1027）
を感じている。そのような日常生活での状況に抵抗する手段として，四国遍路を行っていると Bさん
は捉えている。 
 自分の中では，そう体力的にも，その意欲っていうか中身も，もっと何かできるんちゃ
うかとか，焦りがあったりとかすんねやんか。（略）だから（四国遍路を歩いてする
ことで）俺こんなに体力も気力もあるでっていうことを，アピールしたかったりとか
（略）自分の確固たるもんが（略）意固地なっていうか，嫌らしいものも含めて，そのー
自分がある。そういうのを，何かほんまは確かめてる。（略）四国遍路が出来る，歩
いて出来るっていうことで，自分のその誇りとか自信を保ってる。（L1028～ 1063） 
 Bさんは，歩き遍路が出来ることを通して，「俺まだできる」（L1030）ことを確認し，自分の誇り
や自信を保つことができている。しかし，Bさんの中には，それとは相反する思いもある。Bさん
は「自分の老いをこう認めていかなあかんかったり，いやまだまだと思ってたりとか」（L1059～
1060）というような心の揺れを抱え，「ちょうど狭間にある」（L1058）自分の「足掻き」（L1075）
の象徴だと，歩き遍路に行くことを理解している。 
 もう後 30年は生きられへんやん。言うてもな，普通の感じで。んで今までもう 60
年生きてきてるわけやん。ほんで 20年あと生きれるっていうふうなったら，もう
やっぱ自分の死ぬ感じが，どんなふうに死んでくんかなってちょっと見えてくる。で
も，そんなふうにこう見えたような感じで，こう死んでいきたくないみたいな。も
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う長生きしたいと思わへんのやけど，何か，そういうこう，抵抗してる感じはある。
（L1069～ 1074） 
 　四国遍路を歩くことは，人生をふりかえる，今後のことを考えるなど自己と対話する時間を与え
てくれる。人生の節目に遍路を歩く場合，過去に区切りをつけることで，新たな生活や人生のスター
トとなることをより意識する場合や，はっきりと人生の節目にしようとするわけではないが，これ
からの生き方について考えるきっかけになる場合がある（福島，2004，p. 197，pp. 203 ― 204）。Bさ
んは，自分が「どんなふうに老いていくんか，自分でまだイメージ湧」（L1043）いていない。そ
のような Bさんにとって，歩き遍路に行くことは，いつか老いや死を受け入れるために，今，必
要な「足掻き」（L1075）だと，理解できよう。 
 4．遍路者にとっての四国遍路空間の特性 
 　本節では，目的「（3）歩き遍路者にとっての四国遍路空間の特性とはどのようなものであるかを
明らかにする」を達成するために，Bさんの語りに表れた四国遍路空間の特性を記述し，考察する。 
 　Bさんは，四国での生活と自身の日常生活を「確実に分離」（L542～ 543）したものだと捉えている。
四国遍路空間の非日常性は Bさんにとって意味のあることだと考えられる。またその一方で Bさ
んは，四国遍路空間を完全な非日常ではなく，日常と非日常が交錯する空間として捉えている。そ
のため，本節では，「1）Bさんにとっての四国遍路空間の非日常性の意味」，「2）日常と非日常が
交錯する四国遍路空間」，「3）歩き四国遍路と Bさんの人生観に共通する修養性」の 3観点から，
記述・考察する。 
 1）Bさんにとっての四国遍路空間の非日常性の意味 
 　Bさんはこれまで区切り打ちで歩き遍路を行っているが，日常から四国という非日常に入り過ご
すことの意味を「1）‒1日常での役割からの解放」，「1）‒2試練乗り越えることによる逞しさの確認」，
「1）‒3歩く瞑想」の 3観点から記述・考察する。 
 1）‒1日常での役割からの解放 
 　Bさんは，日常生活について「背負ったバックグラウンドの中である種演じやなんとこ（演じな
ければいけないことが）ある」（L783）と言う。その一方で，四国という非日常での在り方について，
非構成的なグループ・アプローチにも関連させつつ，以下のように述べた。 
 （非日常的な）世界へ自分をこう投入した時に（略）いつでも演じてる何かを，演じ
ることを止めることができるんやと思う。（略）日常の中でつけてる仮面を外したり，
逆に，あのー日常から（略）離れて，何かある種の仮面を付けてみたりとか，そうい
うことが，面白さとしてはあると思うねんか。（略）四国行って（略）人と接したり
する時に（略）日頃抱えてるっていうか，背負ってる何かを，ちょっとまあ置いてき
て，で，その人と対峙できるっていう（略）のは（略）向こう行く醍醐味の一つかも。
（L788～ 799） 
 Bさんにとって四国は，日常で背負っている役割を気にせずに居られる場であることが分かる。日
常での仮面を外した自分で，「相手の人と対峙でき」（L797）たり，「自分がどういうふうになるか」
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（L804）を「試せる」（L806）ことが「向こう行く 1つの魅力」（L801）だと Bさんは語った。 
 　福島（2004）は，遍路者の出身・年代・職業・動機は様々で，遍路では日常的な属性や役割は
脱ぎ捨てるため，普段なら知り合えないような人々とざっくばらんなやりとりができるとする（p. 
201）。Bさんの「四国行って（略）人と接したりする時に（略）日頃抱えてるっていうか，背負っ
てる何かを，ちょっとまあ置いてきて，で，その人と対峙できるっていう」という言及は，福島（2004）
の言及と共通性が高い。 
 　藤原（2003）は，巡礼心理療法の鍵となる要因の一つとして「内観による自己分析の深化」を挙げ，
それを促進する巡礼行動の環境的条件は，日常から切り離された非日常世界であるとしている（p. 
89）。また，黒木（2009）は四国遍路では，歩くことにより，ペルソナ4）レベルでの自問自答が起こっ
てくるとする（p. 65）。Bさんの「相手の人と対峙でき」（L797），「自分がどういうふうになるか」（L804）
を「試せる」（L806）という言及は，内観や自問自答とはややニュアンスが異なり，他者との関係
性の中での自分により比重が大きいように思われるが，非日常性による自己への気づきという点で
は，藤原（2003）や黒木（2009）の言及と類似点がある。 
 1）‒2試練乗り越えることによる逞しさの確認 
 　Bさんは日常と比較して，四国遍路では怪我，悪天候，地図の読み間違いなど普段では起こらな
いような「もの凄いアクシデントがいろいろある」（L810～ 811）という。そして，それを乗り越
えていくことが Bさんにとって魅力となっている。 
 （アクシデントを）自分がこう乗り越えていけるっていうのは，正にそういう（アク
シデントが起こる）ところに行かんとできへんと思うんや。（略）だからそういうの
を，この場で克服できる自分を試してるみたいな。（略）そういうのを乗り越えていく，
自分の逞しさみたいなのが，あの嬉しい時はあるよ。（L818～ 827） 
 アクシデントを自力で乗り越えることは，Bさんにとって，アクシデントを自力で乗り越える力が
あるか自分を「試し」（L821），確認し，自信に繋げられる出来事であり，「非日常へ（略）出て行
く大きな理由」（L835～ 836）となっている。 
 　藤原（2003）は，巡礼を巡礼心理療法と捉えようとする中で，鍵となる要因として「困難な限界
状況を克服，試練の克服による自信や自己高揚感」を挙げ，困難な環境条件として雨，険しい山，
迷子，身体条件として，長距離歩行から生じるマメや筋肉痛，身体疲労を挙げている（p. 89）。また，
福島（2004）は，1100km以上を歩き通した事実は，自分は何があっても大丈夫という自尊心とし
て心の深いところに残るのではないか，としている（p. 197）。Bさんもまた，困難な状況や試練を
乗り越えることを通して，「克服できる自分を試し（略）乗り越えていく，自分の逞しさ」（L821～
826）を確認できている，と考えられる。 
 　そして，Bさんはアクシデントが多々ある四国遍路から家に帰ると，「ああ家は良いわ」（L836～
837）と思う，と語った。Bさんにとって，非日常から日常に帰ることは，日常生活の良さを実感す
ることができる機会になっている，と捉えられる。 
4） ペルソナとはもともとは古典劇において役者が用いた仮面のことである。ユング心理学の概念では，人が外界と
調和していくためのその人にふさわしい役割のことを指す。河合（1977）を参照されたい。
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 1）‒3歩く瞑想 
 　遍路道には札所（寺）から次の札所（寺）まで 70km以上をひたすら歩くようなところもある。
その時のことを Bさんは以下のように述べている。 
 ある種の瞑想状態になってて（略）トランスするところまではいかへんけど，結構色
んなことが湧いてきて，湧いてきては消え，湧いてきては消え，いうような感じで，座っ
てへんねんけど，座禅してる感じに凄いもう似てると思うね。（略）必死になって歩
いてる時に（略）迷いがとれるていうんかな。何かクヨクヨしてたやつの答えがポッ
と出てきたりとか，そういうのがあって。それが今，結構，自分としては嬉しいこと
やけどね。（略）（普段であれば）雑事があるもんね。（L391～ 400） 
 Bさんにとって，四国遍路で歩く時間は，悩みや迷いについて「集中的に考えることができる」（L407）
時間であり，四国遍路の一つの「メリット」（L407～ 408）となっている。普段では「雑事があ」（L400）
り，「いろんなこと（情報や状況）が入ってきて，かえって考えれへん」（L406）。しかしそれがあ
まり無い，四国の非日常世界を歩くことによって，「結構色んなことが（略）湧いてきては消え，
いうような感じで（略）座禅してる感じに凄いもう似てる」（L393～ 394）「瞑想状態」（L391）に
なり，「迷いがとれる（略）クヨクヨしてたやつの答えがポッと出てきたり」（L395～ 396），「アイディ
アも生まれたりすることもある」（L409）ということが起こる。 
 　藤原（2003）は，巡礼心理療法の鍵となる要因の一つとして「内観による自己分析の深化」を挙
げ，それを促進する巡礼行動の環境的条件は，日常から切り離された非日常世界であるとしている
（p. 89）。黒木（2009）も，四国遍路における「歩き」による効果は，内観療法に類似している点が
あるとしている（p. 65）。上に取り上げた Bさんの言及には，四国遍路という非日常世界において
歩き続けることによる瞑想の状態像や意義がいきいきとした言葉で語られている。 
 2）日常と非日常が交錯する四国遍路空間 
 　Bさんの捉える日常と非日常が交錯する四国遍路空間を，「2）‒1日常と非日常が交錯する四国遍
路に関するBさんの両価的な思い」，「2）‒2四国遍路と日常生活におけるBさんの非日常性と日常性」
の 2観点から記述・考察する。 
 　2）‒1日常と非日常が交錯する四国遍路に関する Bさんの両価的な思い 
 　Bさんにとって，四国の非日常性は，遍路とお接待の存在である。Bさんは普段「周りに白衣を
着て歩いてる人おれへん」（L699）ところで生活している。「歩いてはる人に敬意を表して，何か
こうしたろうっていうような思い」（L697～ 698）は，Bさんが住んでいる Y県にはない，と Bさ
んは言う。そのようなことを Bさんは「単純に凄いと思」（L700）っている。お接待の文化も「四
国にしかない凄いとこ」（L703～ 704）であると Bさんは感じている。 
 　また，Bさんは，四国の自然とそこに住む人々に対しても，Y県との違いを感じている。「海を，
こんなに近くに感じながら生活することっていうのは，Y県にずっと住んでるからないわけよ。（略）
ほんとにあの海岸線をずっと歩いてさ。もう何日も何日も海を見ながら歩くっていうようなことを
すること自体がなくって。（略）そういうような部分で凄い感動するんよね。（略）海って凄いねと」
（L683～ 687）。 
 　そして，そのような場に住んでいる人々について，Bさんは以下のように語った。 
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 僕，まあ坂本龍馬はちょっと特別感あるけど。（略）高知歩いてる時に維新の人がいっ
ぱいいるわけやん。三菱を創設したような人とかさ（略）岩崎弥太郎，ああいう人ら
がこういうとこからでてるわけ。（略）やっぱり，こんなこう荒っぽいっていうか，
凄いこう，自然の，こう猛威にさらされる生活が日常の人と，僕らとはやっぱり（略）
性格のそのベースっていうか，違うやろなーっていうのは凄く体験的に分かる。だか
らそういう差は，特に四国の特に外洋方面のところ歩く時は，凄く実感することはあ
るよね。それはあるなあ。（L689～ 696） 
 Bさんは，遍路やお接待の文化，四国の自然やそこに住む人々に，Bさんが住む Y県との違いや非
日常性を感じている。そして，それを「凄いと思」（L700）っている。 
 　しかし，上に記したことをBさんは，あくまでBさんが住んでいる「Y県から四国へ行く人の視点」
（L729）であるという。Bさんは「皆は日常，正に四国に生きてる人はそれが日常なわけで，そこ
で生業をやってるわけやん。今日 1日どうやって働こうかって，やってはる」（L711～ 713）と語っ
た。これは，四国の日常性についての言及である。 
 　Bさんにとって，四国にはそこに住んでいる人や働いている人がおり，「正に四国の中での日常
を生きてる人と，四国の中で非日常を生きてる人が一緒におる」（L717～ 718）空間である。福島
（2006）も，四国遍路では，住民にとっての生活の場がすなわち遍路者にとっての巡礼の場という，
日常と非日常が交錯する構造を成しているとしている（p. 406）。 
 　そのような日常と非日常が交錯する四国に遍路者としている Bさんは，複雑な心境をいだいて
いる。 
 四国遍路いったってさあ，まあ言うたら自分の楽しみでやってるわけやん。ほんで，
皆は日常，正に四国に生きてる人はそれが日常なわけで，そこで生業をやってるわけ
やん。今日 1日どうやって働こうかって，やってはる。そんで俺はいわば，そこへ入
り込んで（略）言うたら自分の楽しみいうか，その寺を回るっていうのに，こう言う
たらまあうつつを抜かしてるいったらおかしいけど，まあ言うたらボーッとしてるわ
けやん。ほんならそこは，正に四国の中での日常を生きてる人と，四国の中で非日常
を生きてる人が一緒におるわけやんか。（略）四国の中で非日常を生きてる人が偉い
わけでも何でもなくて（略）四国で日常を生きてはる人からしてみたら（略）まあ結
構な身分やなあという考え方もあるわけ。だからそれは俺は否定できへんわけ。だか
ら俺も（略）四国行ってる時も（略）道路工事なんかをしてはって，こうやって旗ふっ
てはるガイドの人らに，ほんま申し訳ないなって思う時ある。そうやって一生懸命真っ
黒になって働いてる人が，日常が正に四国であって。んで俺は，非日常やいうて，家
離れて，ま，旅行してると。やから，まあ結構なことさせてもうてるなあと，うーん，
思いはあるよね。（L710～ 726） 
 Bさんは，四国住民に遍路者に対する否定的な思いをもつ人がいることを知っていて，それを否定
できないと感じている。Bさんは四国で一生懸命働いている人に出会ったり，目にすることで，四
国の日常的側面を意識する。「まあ言うたら自分の楽しみでやってるわけやん」（L723）と非日常
として旅をしている自分自身と比較し，「申し訳ない」（L723）気持ちにもなる。「結構なことさせ
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てもうてるなあ」（L725～ 726）とも語っており，感謝と引け目が混在したような気持ちもあると
解釈できる。 
 　お接待についても，複雑な思いを Bさんはもっている。 
 お接待っていうこと自体も（略）こっち側は，凄く複雑に捉えてしまう時もあんねや
んか。（略）仏教的な（略）意味合い以外にも，実際にこう道歩いとって何か貰うっ
ていうような時に，自分の中で湧いてくる様々な，こう感情みたいなもんもあるわ
けよ。（略）接待いうんも（略）決して（略）全員が全員やってくれるわけでももち
ろんないし，あの，むしろその四国遍路自体を（略）ポジティブに捉えてない人もた
くさんいる。四国の人でね。（略）例えば，お金貰う時に，（略）お布施を貰ってんね
んっていう感覚，頭では分かってんねんけど，やっぱりなんか貰う時に凄くこう（略）
忸怩たる思いがあるっていうか，ちょっと嫌やなって思うような時もある。（L747～
758） 
 Bさんはお接待の文化を「凄いとこ」（L704）であると考えている。お接待の仏教的な意味も知っ
ている。しかし，一方では，四国遍路をポジティブには捉えていない四国住民がいることを Bさ
んは知っている。また，「お接待についての文化っていうのは随分変わってきてて（略）Z県なん
かは割とそういうのあんまり無い。（略）県によってかなり違う感じすんのや」（L706～ 706）と
接待文化の変化や県による違いを Bさんは感じている。これらの四国住民の要因と，自分が遍路
を「自分の楽しみでやってる」（L711）と Bさんが捉えていることが，相まって，お接待に対する
複雑な感情が生じるのだと解釈できる。 
 　お接待に関して，肯定的な言及が多い。例えば，福島（2004）は，お接待が歩く上で励みになる
こと，生きていく術になっている人もいることや，お接待されることで，自分がお遍路であること
を強く自覚し，それは信仰心の変化とも関連がある，とする。また，お接待や声かけを受けるうち
に，人の優しさが身にしみ，お返ししていこうとの気持ちが強まっていくこと，遍路を歩き通す原
動力になるなど，身体・心理・社会すべての効果を引き起こす土壌となっている，としている（pp. 
204 ― 206）。 
 　一方で，福島（2006）は，葛藤・危機期でのこととして，接待への負債感や抵抗感が生じる場合
があることも指摘している（p. 407）。Bさんは，調査時点で，2度結願し，3度目の歩き遍路を行っ
ている最中であった。そのため，福島（2006）のいう葛藤・危機期の一時的な心理として，Bさん
のお接待に対する「忸怩たる思い」（L757）を解釈することはできない。 
 　インタビュアーに，Bさんが四国遍路に関して，「そう簡単に（略）こうなんだって（略）ステ
レオタイプにはならへんよね」（L740～ 741）と述べているように，四国遍路者の体験や思いは複
雑で，ステレオタイプに解釈してはいけないことを研究者は自戒しなければならないと思う。 
 　その上で，本項で取り上げた Bさんの四国遍路における複雑で，両価的な思いは，四国遍路に
関する住民の多面的な捉えや感情と，Bさん自身の四国遍路に関する認識や感情とが交錯したもの
だ，と考える。遍路者に対して四国住民には，ポジティブな思いだけでなく，ネガティブな思いをもっ
た人がいる。少なくとも Bさんはそう認識している。また，Bさんも，自身の四国遍路に関して，
ポジティブな思いを強くもつと同時に，「四国の中で非日常を生きてる人が偉いわけでも何でもな
くて」（L718～ 719）という考えや，「まあ言うたら自分の楽しみでやってるわけやん」（L723），「う
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つつを抜かしてるいったらおかしいけど，まあ言うたらボーッとしてるわけやん」（L751～ 716）
というような引け目のような思いや，「結構なことさせてもうてるなあ」（L725～ 726）というよ
うな複雑な思いをもっている。このように Bさんは四国遍路に関してポジティブとはいえない思
いももっている。そのため，遍路者に対する四国住民のネガティブな思いを Bさんは敏感に感じ
取り，それを否定できない思いでいる，と理解することは間違いであろうか。また，Bさんは歩き
遍路を行うことで「聖人君主になりたいわけやない」（L245），「自分の業の深さ，っていうか，そ
ういうもんも逆に，凄くよく分かった」（L252）。そして，そのような自分を「それはそれで良いか」
（L244～ 245）と受け入れている。そのような Bさんであるからこそ，人が誰でももっており，当然，
四国住民ももっている業や，お接待は「お布施」（L756）であるとする接待文化の影5）の側面を否
認せず，意識化し，インタビューでも隠さず語ってくれたのだと，理解することもできないか。 
 　2）‒2四国遍路と日常生活における Bさんの非日常性と日常性 
 　Bさんにとって四国は，日常生活とは「確実に分離」（L542～ 543）しているものである。例えば，
歩き遍路の特徴である「徹底的に歩き続けて（略）そこ（目的地）へ着」（L549）くこと，八十八
カ所を参拝すること，アクシデントが起きることなど，四国という土地で，非日常的な行為や体験
をする非日常的空間である。 
 　しかしその一方で，Bさんは四国で過ごすことを「生活やから，向こうでやること自体は（略）日常」
（L640）であるという。Bさんの日常とは，寝る，食べる，起きる，時には嫌な気持ちになるなど
のことであり，それらは四国という非日常であるからといって，日常で過ごしているときと変わる
わけではないということだ，と理解できる。 
 （具体的な信仰の象徴が普段の日常生活の中に出てきたのは）四国を歩いてたってい
うか，その毎日祈ること，お寺行って，なにか作法することが，日常として（略）あ
ることが作用してる。（L571～ 574） 
 Bさんは，毎日，歩き，祈り，お寺で作法することは四国における日常でもある，と捉えているこ
とがわかる。 
 　Bさんは，四国遍路における日常と普段の生活の場における日常との関係を以下のように語って
いる。 
 生活やから，向こうでやること自体は。そのこと自体が日常やねんか。（略）強烈な
神秘体験をしたりすることっていうよりは，毎日ほんまに（略）じわじわ効いてくるっ
ていうんかなあ。（略）だから，その全体としてポワーンと（略）強くなんか残ってて，
そのことがまた日常の中でも（略）ビシッてこういう感じで指摘するん違うて，日常
の中でも，全体でボワーンとその考え方とか，その宗教観とか，そういうものに影響
してる。（L638～ 646） 
5） 影は，ユング心理学の概念であり，個人の意識によって生きられなかった反面や認容しがたいとしている心的内
容という個人的無意識の側面と，ある文化や人類に拒否されている心的側面という集合的無意識の側面とがある。
河合（1967）や河合（1976）を参照されたい。
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 Bさんの場合，強烈な神秘体験というような非日常性ではなく，「毎日祈ること，お寺行って，な
にか作法する」（L572～ 573）四国での日常全体が，普段の日常生活でも「全体でボワーンと考え
方とか，その宗教観とか，そういうものに影響してる」（L638～ 646）。このように，Bさんにとっ
て四国遍路空間は，単純に「四国＝非日常空間」というわけではなく，四国遍路という空間の非日
常性と日常性や，Bさんの人生における非日常性（弘法大師や蔵王権現に帰依する信仰や宗教観な
ど）と日常的な感覚や考えは，交錯し，重層的に重なり合っているものである，と理解することが
できよう。 
 　弘法大師や蔵王権現への帰依を非日常性としてよいのかは議論が残るだろう。しかし，少なくと
も，Bさんの場合，四国遍路をする前は，「何かこう大きい力が働いてて（略）そういう大きな存
在は必ずある（ということが）凄くこう腑に落ちてる」（L87～ 90）状態ではあったが，信仰は「ほ
とんどな」（L83）かった。それは四国遍路をする中で変わり，「弘法大師（略）がおったりとか（略）
蔵王権現さん（略）を凄く信じる。（略）具体的なそういう信仰の象徴みたいなんが，日常の中に
出てきた」（L567～ 572）。Bさんの弘法大師や蔵王権現への帰依は，四国遍路や「山の修行」（L97）
という非日常的世界で出会った存在が，その後，日常における信仰にも汎化していった，と捉える
ことができる。そこで，本項では，Bさんの弘法大師や蔵王権現に帰依する信仰や宗教観を，Bさ
んの人生における非日常性として理解した。 
 　黒木（2012b）は，区切り打ちの四国歩き遍路について，以下のように記している。黒木の世俗
のリアリティである関西と聖なるリアリティである四国を定期的に往来することで，二つの世界を
生きている。それは夢分析とよく似ており，世俗の現実と夢の現実を往来することで，二つの現実
を同時に生き，一つのリアリティとして捉えるようになる。世俗の現実にどっぷり浸かっていると
その世界のみが現実のように錯覚する。その錯覚から悩みや苦しみが生まれてくる。その意味では
区切り打ちの歩き遍路は世俗のリアリティと聖なるリアリティを行き来することができるゆえに，
セラピー的だと言えるのではないだろうか，としている（p. 48）。 
 　黒木（2012b）の言及の中にある，「二つの現実を同時に生き，一つのリアリティとして捉える
ようになる」という点では，本項や前項「日常と非日常が交錯する四国遍路に関する Bさんの両
価的な思い」に記述したように，Bさんは，四国において非日常と日常の両方の現実を同時生き，
一つのリアリティとして捉えている，と解釈できよう。 
　この点に関して，Bさんは，歩き遍路での体験を以下のようにも説明する。「日常と非日常が図
と地のように交代して見えるというか感じられるのです。どちらかの日常の中で非日常を生きてい
る。四国を歩いているときには Y県での生活は凄く非日常のように感じられ，新たな視点が得ら
れることがあります。四国での野宿生活はまさに非日常なのですが，そこに埋没する（日常化する）
と Y県での日常が非日常化するということです」6）。Bさんのこの言及には，3つのことが含まれて
いる。①どちらかの日常の中でも，もう片方の非日常を生きている。例えば，四国での野宿生活は
まさに非日常なのだが，そこに埋没し，日常化するとY県での日常が非日常化する，という点である。
この言及は，黒木（2012b）の「二つの現実を同時に生き，一つのリアリティとして捉えるようになる」
という言及と共通性が高い。②日常と非日常は，心理学でいう図と地の関係のようである，という
点である。地となった方は，意識の前面には出てこないが，それは意識からなくなったわけではなく，
6） 本稿の加筆修正を依頼した際の，Bさんからの追加説明である。本稿の執筆現在，Bさんは野宿による一国打ち
の歩き遍路を行っている。
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意識の背景として沈んだだけであり，図と地は交代する。③Y県での生活が非日常化することによっ
て，新たな視点が得られることがある，とする点である。この点は，本節の「1）Bさんにとって
の四国遍路空間の非日常性の意味」の「（3）歩く瞑想」で取り上げた，「座禅してる感じに凄いも
う似てる」（L394）「瞑想状態」（L391）になり，「迷いがとれる（略）クヨクヨしてたやつの答えがポッ
と出てきたり」（L395～ 396），「アイディアも生まれたりすることもある」（L409）という体験に
ついての，違う視点からの説明と考えることもできる。これは，カウンセリングで一般的に使われ
る「気づき」，精神分析では「洞察」，フォーカシングでは「フェルトシフト」7）（Gendlin, 1996, pp. 
53 ― 56）と呼ばれている体験と類似の体験だ，と推測できる。この 3点を総合すると，Bさんの場合，
日常性と非日常性は，その両者が重層的にリアリティ全体を構成しており，意識の中で交代可能で
ある。そして，非日常となった故に，日常とは異なる心理的過程が生起し，日常では思いつかなかっ
た創造的な新しい視点が生じる場合がある，ということであろう。Bさんのこの言及は，四国遍路
において日常と非日常が交錯した生活や精神的世界を生きることによって，遍路者にどのような心
理的変化があり，そのメカニズムはどのようなものなのかについて，その一因を説明しているので
はないだろうか。
 　また，「世俗のリアリティと聖なるリアリティを行き来する」という点においては，四国におい
てだけでなく，「弘法大師（略）がおったりとか（略）蔵王権現さん（略）を凄く信じる。（略）具
体的なそういう信仰の象徴みたいなんが，日常の中に出てきた」（L567～ 572）との語りがあるよ
うに，Bさんは普段の生活においても，世俗のリアリティと聖なるリアリティを行き来する体験を
している，と考えることができる。Bさんにとって，四国遍路でも普段の日常生活においても，非
日常性と日常性や，聖なるリアリティと世俗のリアリティは，交錯し，重層的に重なり合っている
ものであり，このような特性は，四国歩き遍路体験が Bさんの生き方や心へ及ぼした影響の特徴
である，と理解できよう。 
 3）歩き四国遍路と Bさんの人生観に共通する修養性 
 　歩き四国遍路と Bさんの人生観に共通する重要な特徴は，修養性にあると考えられる。Bさん
は四国遍路の中で，「一日クタクタになるくらい歩いて」（L974～ 975），「毎日祈ること，お寺行っ
て，なにか作法する」（L572～ 573）という修養を行っている。その行為を通して，弘法大師や蔵
王権現などに帰依する「気持ちが自然に（略）ついていっている」（L578～ 579）。 
 　福島（2006）は，遍路は修養空間の中で行われる行為であり，四国遍路の外面的・内面的構造の
なか，遍路者は心身を律し，生活を正す，と述べている（p. 406）。藤原（2002）は，四国遍路とイ
ベリア半島の巡礼について比較する中で，四国遍路とサンチャゴ・デ・コンポステラは，かなりの
人々が難行である徒歩巡礼を選択しており，個の確立と成長という基本的な目標，個人差や能力差
を肯定する個人のあり方，個人の責任等を特徴とする父性原理（河合，1983）の色彩の濃い巡礼行
動ではないか，と指摘している（p. 66）8）。 
7） 「フェルトセンスが内包していた意味が明らかになることによって，からだの開放感が起こり，感じが変わるこ
と」。「《シフト》が起きると，その事柄にかかわる自分の心持ちや振る舞い方が変化し，それを受けて，自分を取
り巻く状況自体も変化する。この一連の変化は，体験過程理論の用語で『推進』と呼ばれるが，推進の際に起こる
実感の変化に着目しながら，この現象を指し示した用語が《フェルトシフト》である」。（森川，2012，p. 394）。
8） 楠本・境（2017）の p. 110に，「色彩の濃い巡礼行動ではないと指摘している（p. 66）」と間違った引用をしてしまっ
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 　Bさんは，バイクでの遍路に行く前に，「僕なりになんかこう，自分に何かを課せやなあかんなあっ
て，それで僕はずっと写経をしていった」（L56～ 57）。この語りから，Bさんの人生観には修養的
な特性が元々あった，と推察できる。 
 　「蔵王権現なんかは（略）厳しい人やねんな。（略）だから，ああもっと自分を律してキチッとやっ
てかなあかんって」（L618～ 619）とあるように，蔵王権現は修養を迫る厳しい存在であり，Bさ
ん自身も，日常生活においても自分をキチッと自分を律しようとしている。「観音さんに，もうと
りあえず助けて下さいっていうのとは違」（L620～ 621）って，「俺は俺で頑張っていっぱい，だ
からこそ，ここで助けてくれへんって思うような，自分の生き方と凄くマッチする神様に出会って，
でその人に帰依する」（L621～ 622）とあるように，Bさんの生き方には頑張ることや自分を律す
る態度が基本的姿勢としてあったことがわかる。 
 　Bさんの生き方には，元々修養的特性があったからこそ，「過酷な」（L80）歩き四国遍路を選び，
行い，現在も継続している，と考えられる。そして，四国遍路空間は，Bさんにとって修養的な空
間であり，その特性が Bさん元来の修養的特性を強化し，「厳しい（略）存在」（L618）に「帰依する」
（L622）という「一番大きい影響」（L580）を Bさんの生き方に及ぼした，と捉えることができる。 
 付記：本研究は，南山大学研究審査委員会における倫理審査を受け，2016年 1月に承認されている。
公刊前に Bさんに内容の確認を依頼し，Bさんの指示に従い加筆修正を行った上で，公刊
の許可を得た。本研究にご協力いただいた Bさんに深く感謝の意を表します。 
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